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本
論
文
で
は
、
『
更
級
日
記
』
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
二
○
二
○
年
は
『
更
級
日
記
』
の
作
者
菅
原
孝
標
女
が
、
上
総
国
か
ら
上
京
し
た
年
か
ら
ち
ょ
う
ど
千
年
に
あ
た
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。
『
更

級
日
記
』
は
『
源
氏
物
語
』
の
最
初
の
読
書
記
録
で
も
あ
る
。
第
一
章
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
中
、
男
性
の
漢
文
日
記
、
男
性
が
女
性
の
ふ
り
を
し
て
書
い
た
『
土
佐
日
記
』
、
女
性

に
よ
る
仮
名
日
記
の
特
徴
に
つ
い
て
解
説
し
、
更
級
日
記
千
年
紀
に
つ
い
て
教
え
た
こ
と
を
述
べ
る
。
第
二
章
で
は
冒
頭
の
上
洛
の
旅
立
ち
の
場
面
に
つ
い
て
、
一
文
が
長
い
こ
と
、
『
源
氏
物
語
』
へ
の
憧

れ
の
記
述
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
第
三
章
で
は
上
洛
後
の
物
語
を
手
に
入
れ
る
難
し
さ
と
、
菅
原
孝
標
女
の
物
語
へ
の
心
酔
ぶ
り
、
夢
に
ま
つ
わ
る
記
述
を
考
察
し
た
。
第
四
章
で
は
私
が
上
総
国
国
府
跡
な

ど
を
訪
れ
た
体
験
と
千
年
紀
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

In this paper, I analized on The Sarashina Diary (A W
om

an's Life in Eleventh-Century Japan). 2020 is a m
em

orable year, w
hich is exactly 1000 years since SU

GAW
ARA Takasue's 

daughter, the author of The Sarashina Diary, cam
e to Kyoto from

 Kazusa Province. The Sarashina Diary is also the first reading record of  The Tale of Genji. In the first chapter, I 

considered about N
ikki(D

iary): About the characteristics of m
en's diary w

ritten in Chinese, The Tosa Diary w
ritten in Kana by m

en pretending to be w
om

en, and diary w
ritten in 

Kana by w
om

en. Then I explained about Celebrating the m
illennium

. In the second chapter, I analized on The Sarashina Diary's beginning. Each sentence is long. Then I considered 

about description of longing for  The Tale of Genji. In the third chapter, I analized on the diffi
culty in obtaining the M

onogatari books in Kyoto, adoration to  The Tale of Genji of 

SU
GAW

ARA Takasue's daughter, and the description of dream
s. In the fourth chapter, I described m

y experience of visiting Kazusa Province and the m
illennium

.

キ
ー
ワ
ー
ド
：
更
級
日
記
・
菅
原
孝
標
女
・
夢
・
千
年
紀
・
コ
ロ
ナ
禍

keyw
ord

：The Sarashina Diary (A W
om

an's Life in Eleventh-Century Japan), SU
GAW

ARA Takasue's daughter, D
ream

, Celebrating the m
illennium

, Corona virus

要
　
旨

Abstract

pp.111～120　大和大学　研究紀要　第７巻　教育学部編　2021年３月

令和２年10月12日受理

120（ 一 ）



『更級日記』について －千年紀を迎えて－

　
　
　
一
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
中
で

　

大
和
大
学
の
一
回
生
前
期
「
国
文
学
概
論
Ⅰ
」
の
「
第
五
回 

国
文
学
の
形
態
・
教
材
研

究
二
（
日
記
）
」
で
、
『
御
堂
関
白
記
』
・
『
土
佐
日
記
』
と
と
も
に
『
更
級
日
記
』
を
取

り
上
げ
て
き
た
。
二
○
二
○
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
た
め
、
四
月
当
初
は
ポ
ー
タ

ル
配
信
で
の
課
題
提
示
と
メ
ー
ル
で
の
課
題
提
出
の
み
で
行
っ
た
。
非
常
事
態
宣
言
下
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
か
ら
対
面
の
予
定
に
替
り
前
期
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
る
と

予
告
さ
れ
、
代
わ
り
に
ポ
ー
タ
ル
配
信
とGoogle for Education

のClassroom

と
オ
ン
ラ

イ
ン
の
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ムm

eet
を
用
い
た
遠
隔
授
業
と
な
っ
た
。
非
常
事
態
宣
言
解

除
後
六
月
八
日
か
ら
は
学
籍
番
号
の
奇
数
と
偶
数
と
交
互
に
登
校
を
許
可
す
る
対
面
遠
隔
併

用
が
始
ま
り
、
六
月
二
二
日
か
ら
全
員
の
学
生
に
対
し
て
希
望
者
は
対
面
参
加
の
対
面
遠
隔

併
用
と
な
り
、
七
月
一
日
か
ら
遠
隔
授
業
を
中
止
し
対
面
授
業
の
み
と
な
っ
た
。
し
か
し
大

阪
府
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
確
認
件
数
が
急
拡
大
し
た
た
め
、
七
月

一
五
日
よ
り
対
面
遠
隔
併
用
に
戻
り
、
七
月
二
○
日
か
ら
は
遠
隔
授
業
の
み
と
な
っ
た
。

　

「
国
文
学
概
論
Ⅰ
」
は
一
回
生
向
け
講
義
の
た
め
、
大
学
で
の
対
面
授
業
を
一
度
も
受
け

た
こ
と
が
な
い
学
生
を
相
手
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
講
義
で
ど
の
よ
う
に
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
学
生
の
理
解
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
等
の
試
行
錯
誤
と

な
っ
た
。
二
○
二
○
年
は
資
料
を
ポ
ー
タ
ル
とClassroom

で
配
信
し
、
予
め
プ
リ
ン
ト
ア

ウ
ト
す
る
よ
う
指
示
し
た
上
で
、m

eet

の
「
画
面
の
共
有
」
機
能
を
用
い
、
学
生
は
自
宅

で
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
に
表
示
さ
れ
る
該
当
箇
所
を
見
な

が
ら
、
説
明
を
聞
け
る
よ
う
に
し
た
。
学
生
の
顔
出
し
は
恥
ず
か
し
が
る
だ
け
で
な
く
、
回

線
が
途
切
れ
や
す
く
な
り
、
音
声
も
聞
き
取
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
判
明
し
、
教
師
の
み
顔

を
出
す
よ
う
に
し
た
。

　

学
生
の
表
情
が
見
え
な
い
と
、
ど
れ
ぐ
ら
い
理
解
し
て
い
そ
う
か
が
分
か
ら
ず
、
説
明
の

ス
ピ
ー
ド
な
ど
試
行
錯
誤
の
連
続
と
な
っ
た
。
チ
ャ
ッ
ト
機
能
で
そ
の
都
度
質
問
を
受
付
、

授
業
終
了
後
、
Ａ
６
の
出
席
カ
ー
ド
に
質
問
・
感
想
な
ど
を
記
入
し
、Classroom

に
提
出

さ
せ
た
。
各
自
の
質
問
に
答
え
、
次
回
の
授
業
冒
頭
で
取
り
纏
め
て
解
説
し
、Classroom

に
入
力
し
た
。
こ
の
方
法
は
学
生
か
ら
好
評
で
あ
っ
た
。

　

「
国
文
学
概
論
Ⅰ
」
で
は
当
初
、
例
年
の
プ
リ
ン
ト
よ
り
配
信
す
る
も
の
を
減
ら
し
て
い

た（
１
）。

し
か
しm

eet

の
「
画
面
の
共
有
」
機
能
で
配
信
し
て
い
な
い
資
料
を
映
し
説
明
し
て

い
る
と
、
添
付
し
て
ほ
し
か
っ
た
と
い
う
意
見
が
複
数
あ
っ
た
。
印
刷
し
て
お
く
資
料
と
見

る
だ
け
で
良
い
参
考
資
料
と
に
分
け
て
配
信
す
る
よ
う
心
が
け
た
。
要
望
に
応
え
一
週
間
前

に
配
信
し
て
お
く
と
、
外
出
が
制
限
さ
れ
た
熱
心
な
学
生
は
参
考
資
料
も
含
め
隅
々
ま
で
目

を
通
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
興
味
の
あ
る
こ
と
を
さ
ら
に
調
べ
、
そ
れ
を
出
席
カ
ー
ド
に

書
い
て
く
れ
た
。
他
の
学
生
の
感
想
を
伝
え
る
と
相
乗
効
果
で
「
よ
り
頑
張
ろ
う
」
と
い
う

気
持
ち
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

「
日
記
」
の
回
は
、
参
考
資
料
と
し
て
『
国
史
大
辞
典
』
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
「
日
記
」
の
項
目
な
ど
を
配
信
し
、
一
口
に
「
日
記
」
と
い
っ
て

も
、
男
性
の
漢
文
日
記
、
男
性
が
女
性
の
ふ
り
を
し
て
書
い
た
『
土
佐
日
記
』
、
そ
し
て
女

性
に
よ
る
仮
名
日
記
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。
長
文
の
辞
書
項
目
だ
け
で
は
分

か
り
に
く
い
た
め
、
具
体
的
に
作
品
を
見
て
い
っ
た
。

　

千
年
以
上
前
の
時
の
権
力
者
で
あ
る
藤
原
道
長
の
自
筆
が
残
り
、
世
界
記
憶
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
る
『
御
堂
関
白
記
』
は
、
具
注
暦
に
記
さ
れ
た
道
長
の
筆
跡
が
分
か
る
影
印
を
、

『
特
別
展
覧
会
王
朝
文
化
の
華　

陽
明
文
庫
名
宝
展　

宮
廷
貴
族
近
衛
家
の
一
千
年（

２
）』

か
ら

取
り
、
天
皇
に
嫁
い
だ
娘
彰
子
が
男
子
を
無
事
出
産
し
た
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
行
間
に
入

り
き
ら
ず
、
続
き
を
前
の
日
付
の
余
白
に
書
き
記
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
自
筆
本
な
ら
で
は

の
息
づ
か
い
を
感
じ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。
活
字
化
さ
れ
た
翻
刻
も
載
せ
、
照
ら
し
合
わ

せ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
例
年
は
、
対
面
で
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
と
と
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も
に
、
教
室
の
ス
ク
リ
ー
ン
や
モ
ニ
タ
ー
に
当
該
箇
所
を
映
し
出
し
な
が
ら
解
説
を
加
え
て

い
る
。
今
年
は
、m

eet

の
「
画
面
の
共
有
」
機
能
を
用
い
て
の
説
明
と
な
っ
た
。
対
面
授

業
が
再
開
し
た
後
、
振
り
返
っ
て
目
の
前
の
画
面
で
説
明
箇
所
の
資
料
が
み
ら
れ
、
チ
ャ
ッ

ト
で
す
ぐ
質
問
で
き
、
出
席
カ
ー
ド
へ
の
感
想
・
質
問
へ
の
答
え
が
あ
り
、
気
が
散
り
に
く

い
遠
隔
授
業
の
方
が
、
か
え
っ
て
集
中
し
て
授
業
に
参
加
で
き
る
と
い
う
感
想
も
あ
っ
た
。

　

『
土
佐
日
記
』
は
女
の
ふ
り
を
し
て
書
か
れ
て
い
て
も
、
男
性
官
人
が
書
い
た
た
め
、
一

日
も
欠
か
さ
な
い
「
日ひ

な
み次

記き

」
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
に
着
目
さ
せ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、『
更
級
日
記（

３
）』

は
日
付
の
記
述
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。『
更
級
日
記
』
中
の

日
付
の
記
述
は
、「
一　

上
洛
の
旅
」
中
の
「
九
月
三
日
」（
二
七
九
頁
）、「
同
じ
月
の
十
五

日
」（
二
八
○
頁
）、「
十
七
日
」（
二
八
一
頁
）、「
師
走
の
二
日
」（
二
九
三
頁
）、「
二　

家
居

の
記
」
中
の
「
七
月
七
日
」・「
そ
の
十
三
日
」（
三
○
三
頁
）
、「
八
月
に
な
り
て
、
二
十
余

日
」（
三
一
一
頁
）、「
年
か
へ
り
て
三
月
十
余
日
」（
三
一
二
頁
）、「
七
月
十
三
日
」（
三
一
六

頁
）
、「
三　

宮
仕
え
の
記
」
中
の
「
十
二
月
二
十
五
日
」（
三
二
八
頁
）
、「
四　

物
詣
で

の
記
」
中
の
「
霜
月
の
二
十
余
日
」（
三
四
○
頁
）
、「
そ
の
か
へ
る
年
の
十
月
二
十
五
日
」

（
三
四
一
頁
）
、「
五　

晩
年
の
記
」
中
の
「
八
月
十
余
日
」・「
二
十
七
日
」（
三
五
五
頁
）
、

「
九
月
二
十
五
日
」・「
十
月
五
日
」・「
二
十
三
日
」（
三
五
六
頁
）
、「
天
喜
三
年
十
月
十
三

日
」（
三
五
八
頁
）
の
み
で
あ
る
。
他
に
「
つ
い
た
ち
」
が
五
例
、「
つ
ご
も
り
」
が
五
例
あ

る（
４
）。

　

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
『
更
級
日
記
』
の
解
説
に
、

平
安
時
代
の
中
流
貴
族
の
女
の
半
生
を
つ
づ
る
仮
名
日
記
文
学

『
源
氏
物
語
』
に
憧
れ
て
い
た
少
女
―
菅
原
孝
標
女
（
す
が
わ
ら
の
た
か
す
え
の
む
す

め
）
は
、
一
三
歳
の
時
に
、
父
の
任
国
・
上
総
国
（
千
葉
県
）
よ
り
京
に
上
る
。
そ
の

出
来
事
よ
り
筆
を
起
こ
し
、
夫
・
橘
俊
通
（
た
ち
ば
な
と
し
み
ち
）
と
死
別
し
た
翌

年
、
五
二
歳
の
こ
ろ
ま
で
の
約
四
○
年
間
の
半
生
を
振
り
返
っ
た
自
伝
的
回
想
記
。
平

安
の
女
性
の
宮
仕
え
、
結
婚
、
出
産
な
ど
の
様
子
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
平
安
女
流
日
記

文
学
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
。

と
あ
り
、
頭
注
に
「
こ
の
上
洛
紀
行
は
、
素
朴
な
メ
モ
を
も
と
に
、
後
年
、
回
想
の
中
で
跡

づ
け
た
も
の
と
し
て
、
地
理
的
な
記
憶
は
曖
昧

で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
幼
い
日
の
作
者
の

関
心
の
所
在
は
う
か
が
わ
れ
よ
う
」（
二
九
四
頁
）
と
記
さ
れ
る
。

　

こ
の
数
少
な
い
日
付
の
記
述
に
、
冒
頭
の
「
一　

上
洛
の
旅
」
の

十
三
に
な
る
年
、
上
ら
む
と
て
、
九
月
三
日
門
出
し
て
、
い
ま
た
ち
と
い
ふ
所
に
う
つ

る
。 

（
二
九
七
頁
）

が
あ
る
。
頭
注
一
三
に
「
寛
仁
四
年
（
一
○
二
○
）
。
こ
の
年
、
孝
標
は
上
総
介
の
任
を
終

え
た
。
」
と
あ
る
よ
う
に
今
年
が
ち
ょ
う
ど
千
年
に
あ
た
る
こ
と
を
伝
え
た
。

　

千
葉
県
市
原
市
で
は
、
「
上
総
国
府
の
ま
ち　

い
ち
は
ら　

更
級
日
記
千
年
紀
二
○
二

○
」

（
５
）

を
作
成
し
、
様
々
な
説
明
や
動
画
を
多
数
公
開
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。
十
分
の
動

画
「
【
千
葉
県
市
原
市
】
二
○
二
○
年
は
更
級
日
記
千
年
紀
―
上
総
国
へ
の
作
者
の
想
い
か

ら
紐
解
く
当
時
の
市
原
市
と
は
」

（
６
）

と
、
市
原
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
作
成
の
イ
ラ
ス

ト
や
地
図
や
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
菅
原
孝
標
の
女
の
更
級
い
ち
は
ら
紀
行　

目
次

そ
の
１
」

（
７
）

な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

「
自
分
で
も
調
べ
て
み
ま
し
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
書
い
た
学
生
が
お
り
、
次
回
の
配

信
で
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
添
え
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹
介
は
、
対
面
の
み
の
授
業
よ
り
も
オ
ン
ラ
イ

ン
の
方
が
自
分
で
も
調
べ
や
す
い
と
感
じ
た
学
生
が
複
数
い
た
。

　
　
　
二
　
『
更
級
日
記
』
上
洛
の
旅
立
ち
の
場
面
に
つ
い
て

　

『
更
級
日
記
』
の
冒
頭
は
、
次
の
一
文
で
始
ま
る
。

　

あ
づ
ま
路
の
道
の
は
て
よ
り
も
、
な
ほ
奥
つ
方
に
生
ひ
出
で
た
る
人
、
い
か
ば
か
り
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か
は
あ
や
し
か
り
け
む
を
、
い
か
に
思
ひ
は
じ
め
け
る
こ
と
に
か
、
世
の
中
に
物
語
と

い
ふ
も
の
の
あ
ん
な
る
を
、
い
か
で
見
ば
や
と
思
ひ
つ
つ
、
つ
れ
づ
れ
な
る
ひ
る
ま
、

宵
居
な
ど
に
、
姉
、
継
母
な
ど
や
う
の
人
々
の
、
そ
の
物
語
、
か
の
物
語
、
光
源
氏
の

あ
る
や
う
な
ど
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
語
る
を
聞
く
に
、
い
と
ど
ゆ
か
し
さ
ま
さ
れ
ど
、
わ

が
思
ふ
ま
ま
に
、
そ
ら
に
い
か
で
か
お
ぼ
え
語
ら
む
。 

（
二
七
九
頁
）

　

「
あ
づ
ま
路
の
道
の
果
て
」
常ひ

た
ち陸

国
（
今
の
茨
城
県
の
大
部
分
）
に
あ
る
と
い
う
男
女
の

縁
を
決
め
る
占
い
の
帯
で
あ
る
「
常
陸
帯
」
を
口
実
に
、
逢
い
た
い
も
の
だ
と
い
う
紀
友
則

の
和
歌三

三
六
○　

あ
づ
ま
ぢ
の
み
ち
の
は
て
な
る
ひ
た
ち
お
び
の
か
ご
と
ば
か
り
も
あ
ひ
み

て
し
か
な 

（
『
古
今
和
歌
六
帖
』

（
８
）

紀
友
則
）

を
引
歌
し
、
そ
の
常
陸
よ
り
も
も
っ
と
奥
深
い
所
で
育
っ
た
私
は
、
ど
れ
ほ
ど
賤
し
く
教
養

が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
卑
下
し
た
書
き
出
し
で
あ
る
。
世
の
中
に
物
語
と
い
う
も
の
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
ど
う
に
か
し
て
見
た
い
と
思
っ
て
、
暇
で
退
屈
な
昼
間
や
宵
の
団

欒
の
折
に
、
姉
や
継
母
な
ど
に
い
ろ
い
ろ
な
物
語
、
『
源
氏
物
語
』
の
主
人
公
光
源
氏
の
暮

ら
し
ぶ
り
な
ど
を
聞
き
、
知
り
た
い
気
持
ち
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
だ
け
れ
ど
、
作
者
菅
原
孝

標
女
が
思
う
よ
う
に
、
内
容
を
覚
え
て
語
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

講
義
で
は
、
読
点
が
続
き
句
点
が
な
か
な
か
な
い
、
話
し
言
葉
を
記
し
た
よ
う
な
文
章
、

文
体
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
後
、
こ
の
作
者
の
東
国
で
の
状
態
を
学
生
に
想
像
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
都
か
ら
遠
く
、
物
語
の
実
物
は
周
り
に
な
く
、
任
国
に
赴
く
前
に
都
で
暮
ら

し
て
い
た
時
に
読
ん
だ
う
ろ
覚
え
の
物
語
の
内
容
を
、
姉
や
継
母
た
ち
に
ど
ん
な
だ
っ
た
か

思
い
出
し
て
も
ら
い
な
が
ら
話
し
て
も
ら
う
け
れ
ど
、
人
に
よ
っ
て
違
う
こ
と
を
言
っ
た

り
、
的
を
射
な
か
っ
た
り
す
る
隔
靴
掻
痒
の
状
態
を
認
識
し
て
も
ら
う
。
そ
の
上
で
、
次
の

一
文
を
読
む
。

い
み
じ
く
心
も
と
な
き
ま
ま
に
、
等
身
に
薬
師
仏
を
造
り
て
、
手
洗
ひ
な
ど
し
て
、
人

ま
に
み
そ
か
に
入
り
つ
つ
、
「
京
に
と
く
上
げ
た
ま
ひ
て
、
物
語
の
多
く
さ
ぶ
ら
ふ
な

る
、
あ
る
か
ぎ
り
見
せ
た
ま
へ
」
と
、
身
を
捨
て
て
額ぬ

か

を
つ
き
祈
り
申
す
ほ
ど
に
、

十
三
に
な
る
年
、
上
ら
む
と
て
、
九
月
三
日
門
出
し
て
、
い
ま
た
ち
と
い
ふ
所
に
う
つ

る
。 

（
二
七
九
頁
）

　

姉
や
継
母
た
ち
に
、
物
語
の
内
容
を
し
っ
か
り
話
し
て
も
ら
う
の
は
難
し
い
と
観
念
し

て
、
あ
ま
り
に
も
ど
か
し
い
た
め
、
自
分
の
身
長
と
同
じ
大
き
さ
の
薬
師
仏
を
造
っ
て
も
ら

い
、
手
を
洗
い
清
め
、
人
目
の
絶
え
間
に
密
か
に
入
っ
て
「
都
に
早
く
上
京
さ
せ
、
た
く
さ

ん
あ
る
と
い
う
物
語
を
あ
り
っ
た
け
見
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
身
を
投
げ
出
し
て
一
途
に

祈
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
十
三
歳
に
な
る
年
に
上
京
す
る
こ
と
に
な
り
、
九
月
三
日
に
門
出
し

て
「
い
ま
た
ち
」
と
い
う
所
に
移
っ
た
。
現
世
利
益
に
霊
験
の
あ
る
薬
師
如
来
を
わ
ざ
わ
ざ

自
分
の
等
身
大
に
造
っ
て
も
ら
い
、
祈
っ
た
内
容
が
物
語
を
あ
る
限
り
読
み
た
い
の
で
上
京

さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
願
い
が
叶
っ
た
の
か
、
父
菅
原
孝
標
は
寛

仁
四
（
一
○
二
○
）
年
に
上
総
介
の
任
を
終
え
、
九
月
三
日
に
京
へ
向
け
門
出
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

年
ご
ろ
遊
び
馴
れ
つ
る
所
を
、
あ
ら
は
に
こ
ほ
ち
ち
ら
し
て
、
立
ち
騒
ぎ
て
、
日
の

入
り
ぎ
は
の
、
い
と
す
ご
く
霧
り
わ
た
り
た
る
に
、
車
に
乗
る
と
て
、
う
ち
見
や
り
た

れ
ば
、
人
ま
に
は
参
り
つ
つ
額
を
つ
き
し
薬
師
仏
の
立
ち
た
ま
へ
る
を
、
見
捨
て
た
て

ま
つ
る
悲
し
く
て
、
人
知
れ
ず
う
ち
泣
か
れ
ぬ
。 

（
二
八
○
頁
）

　

夕
刻
に
牛
車
に
乗
ろ
う
と
振
り
返
る
と
、
人
目
の
絶
え
間
に
参
っ
て
額
づ
い
て
拝
ん
で
い

た
薬
師
仏
が
立
っ
て
お
ら
れ
る
の
を
、
見
捨
て
て
旅
立
つ
の
が
悲
し
く
、
人
知
れ
ず
涙
が
流

れ
た
と
語
っ
て
い
る
。

  

「
十
三
に
な
る
年
」
と
あ
る
が
、
古
典
に
出
て
く
る
年
齢
は
満
年
齢
で
は
な
く
、『
日
本
国

語
大
辞
典（

９
）』

に
「
【
数
年
】〔
名
〕
生
ま
れ
た
年
を
一
歳
、
翌
年
を
二
歳
と
い
う
よ
う
に
数
え

る
年
齢
。
か
ぞ
え
。
丸
年
（
ま
る
ど
し
）。
」
と
あ
る
数
え
年
で
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
せ
て
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い
る
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
一
歳
で
、
翌
年
正
月
を
迎
え
る
と
二
歳
に
な
る
と
い
う
数
え
方

で
、
満
年
齢
で
い
う
と
十
一
、
二
歳
に
あ
た
る
。

　
　
　

三
　
菅
原
孝
標
女
の
夢
を
め
ぐ
っ
て

　

こ
の
門
出
の
年
が
一
○
二
○
年
、
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
千
年
前
に
な
る
。
二
○
○
八
年
に
行

わ
れ
た
『
源
氏
物
語
』
千
年
紀
ほ
ど
大
々
的
で
は
な
い
が
、
近
年
『
更
級
日
記
』
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
た
。
姉
や
継
母
に
、
光
源
氏
の
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
を
聞
い
た
と
い
う
記
述
は
、

上
総
国
に
赴
任
す
る
前
の
京
で
姉
た
ち
が
『
源
氏
物
語
』
に
触
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、『
源

氏
物
語
』
の
現
存
す
る
最
初
の
読
書
記
録
で
も
あ
る
。

　

『
更
級
日
記
』
の
現
存
諸
本
は
す
べ
て
藤
原
定
家
書
写
の
御
物
本
を
祖
本
と
す
る
。）

（1
（

一
九
九
○
年
に
女
流
日
記
文
学
講
座
第
四
巻
『
更
級
日
記
・
讃
岐
典
侍
日
記
・
成
尋
阿
闍

梨
母
集
』
が
出
版
さ
れ）

（（
（

、
参
考
文
献
も
掲
出
さ
れ
た
。『
更
級
日
記
』
の
注
釈
書
は
数
多
く

出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
最
新
は
二
○
一
五
年
の
福
家
俊
幸
著
『
更
級
日
記
全
注
釈

）
（1
（

』
で
あ

る
。
ま
た
二
○
二
○
年
、
武
蔵
野
書
院
創
業
百
周
年
記
念
論
集
と
し
て
『
更
級
日
記　

上
洛

の
記
千
年
―
東
国
か
ら
の
視
座
』
が
出
版
さ
れ
た）

（1
（

。
二
○
一
四
年
に
は
英
訳The Sarashina 

D
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om
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entury Japan

が
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
か
ら
出
版
さ

れ
、
二
○
一
八
年
に
は
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
も
出
版
さ
れ
た）

（1
（

。

　

二
○
一
九
年
六
月
二
十
五
日
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
歴
史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
で
「
物
語
に
魅
せ
ら

れ
て　

更
級
日
記
・
平
安
少
女
の
秘
密
」
が
、
二
○
二
○
年
八
月
一
五
日
に
、
ア
ニ
メ　

ね

こ
ね
こ
日
本
史
「
千
年
前
か
ら
萌
え
を
叫
ぶ
、
更
級
日
記
」
が
放
映
さ
れ
た
。）

（1
（

私
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ

文
化
セ
ン
タ
ー
梅
田
教
室
で
「
更
級
日
記
を
味
わ
お
う）

（1
（

」
と
題
し
て
、
二
○
一
九
年
一
○
月

か
ら
二
○
二
○
年
九
月
ま
で
講
義
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
三
回
休
講
、
二
回
補
講
し
て
九
月

二
十
一
日
に
最
後
ま
で
読
み
終
え
た
。

　

「
師
走
の
二
日
、
京
に
入
る
」
と
上
洛
を
果
た
し
た
こ
と
が
、
日
付
入
り
で
記
さ
れ
る
。

九
月
三
日
に
上
総
を
発
っ
て
か
ら
、
三
ヶ
月
の
上
洛
の
旅
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
都
で

の
住
ま
い
は
、「
都
の
う
ち
と
も
見
え
ぬ
所
の
さ
ま
」
で
あ
っ
た
が
、

い
つ
し
か
と
思
ひ
し
こ
と
な
れ
ば
、「
物
語
も
と
め
て
見
せ
よ
、
物
語
も
と
め
て
見
せ

よ
」
と
、
母
を
せ
む
れ
ば
、
三
条
の
宮
に
、
親
族
な
る
人
の
、
衛
門
の
命
婦
と
て
さ
ぶ

ら
ひ
け
る
、
尋
ね
て
、
文
遣
り
た
れ
ば
、
め
づ
ら
し
が
り
て
よ
ろ
こ
び
て
、
御
前
の
を

お
ろ
し
た
る
と
て
、
わ
ざ
と
め
で
た
き
冊
子
ど
も
、
硯
の
筥
の
蓋
に
入
れ
て
お
こ
せ
た

り
。 

（
傍
線
礪
波
以
下
同
。
二
九
四
頁
）

と
、
都
に
残
っ
て
い
た
実
母
に
、
ず
っ
と
読
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
物
語
を
求
め
て
見
せ
て

ほ
し
い
と
お
願
い
し
、
つ
て
を
頼
っ
て
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
実
母
は
『
蜻

蛉
日
記
』
作
者
藤
原
道
綱
母
の
異
母
妹
に
あ
た
る
。
物
語
を
手
に
し
、

う
れ
し
く
い
み
じ
く
て
、
夜
昼
こ
れ
を
見
る
よ
り
う
ち
は
じ
め
、
ま
た
ま
た
も
見
ま
ほ

し
き
に
、
あ
り
も
つ
か
ぬ
都
の
ほ
と
り
に
、
た
れ
か
は
物
語
も
と
め
見
す
る
人
の
あ
ら

む
。 

（
二
九
五
頁
）

と
、
一
日
中
読
み
ふ
け
っ
た
。
他
の
物
語
も
読
み
た
か
っ
た
が
、
都
の
郊
外
で
は
、
そ
れ
以

上
手
に
入
れ
て
見
せ
て
く
れ
る
人
が
な
か
っ
た
と
、
反
語
を
用
い
記
さ
れ
る
。
板
本
が
普
及

す
る
前
、
物
語
は
原
本
と
手
書
き
さ
れ
た
写
本
し
か
な
く
紙
も
貴
重
で
あ
っ
た
た
め
、
手
に

入
れ
る
に
は
高
貴
な
人
の
お
下
が
り
を
も
ら
う
し
か
な
か
っ
た
。

そ
の
春
、
世
の
中
い
み
じ
う
騒
が
し
う
て
、
松
里
の
渡
り
の
月
か
げ
あ
は
れ
に
見
し
乳

母
も
、
三
月
つ
い
た
ち
に
亡
く
な
り
ぬ
。
せ
む
か
た
な
く
思
ひ
嘆
く
に
、
物
語
の
ゆ
か

し
さ
も
お
ぼ
え
ず
な
り
ぬ
。 

（
二
九
六
頁
）

と
、
上
洛
翌
年
の
治
安
元
（
一
○
二
一
）
年
春
か
ら
疫
病
が
大
流
行
し
、
乳
母
も
亡
く
な

り
、
悲
し
す
ぎ
て
物
語
を
読
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
な
く
な
っ
た
。

　

か
く
の
み
思
ひ
く
ん
じ
た
る
を
、
心
も
な
ぐ
さ
め
む
と
、
心
苦
し
が
り
て
、
母
、
物
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語
な
ど
も
と
め
て
見
せ
た
ま
ふ
に
、
げ
に
お
の
づ
か
ら
な
ぐ
さ
み
ゆ
く
。
紫
の
ゆ
か
り

を
見
て
、
つ
づ
き
の
見
ま
ほ
し
く
お
ぼ
ゆ
れ
ど
、
人
か
た
ら
ひ
な
ど
も
え
せ
ず
。
た
れ

も
い
ま
だ
都
な
れ
ぬ
ほ
ど
に
て
え
見
つ
け
ず
。
い
み
じ
く
心
も
と
な
く
、
ゆ
か
し
く
お

ぼ
ゆ
る
ま
ま
に
、
「
こ
の
源
氏
の
物
語
、
一
の
巻
よ
り
し
て
み
な
見
せ
た
ま
へ
」
と
心

の
う
ち
に
い
の
る
。
親
の
太
秦
に
こ
も
り
た
ま
へ
る
に
も
、
こ
と
ご
と
な
く
こ
の
こ
と

を
申
し
て
、
出
で
む
ま
ま
に
こ
の
物
語
見
は
て
む
と
思
へ
ど
見
え
ず
。 

（
二
九
七
頁
）

　

娘
が
塞
ぎ
込
む
の
を
不
憫
に
思
い
、
母
が
物
語
を
探
し
求
め
て
く
れ
、
物
語
に
親
し
む
う

ち
に
自
然
に
慰
め
ら
れ
た
。
紫
の
上
に
ま
つ
わ
る
巻
を
読
ん
で
続
き
が
読
み
た
く
て
仕
方
が

な
く
な
り
、「
『
源
氏
物
語
』
を
一
巻
か
ら
最
後
ま
で
す
べ
て
見
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
心
の
中

で
祈
っ
て
い
た
。
親
と
太
秦
に
籠
も
っ
て
も
、『
源
氏
物
語
』
を
通
読
し
た
い
と
願
う
の
み

で
あ
っ
た
。
上
総
国
で
等
身
大
の
薬
師
如
来
を
造
っ
て
も
ら
い
「
上
京
さ
せ
物
語
を
あ
り
っ

た
け
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
祈
っ
て
い
た
時
と
同
じ
、
物
語
に
対
す
る
一
途
な
状
態
に

戻
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
つ
い
に
、

を
ば
な
る
人
の
田
舎
よ
り
上
り
た
る
所
に
わ
た
い
た
れ
ば
、「
い
と
う
つ
く
し
う
生
ひ

な
り
に
け
り
」
な
ど
、
あ
は
れ
が
り
、
め
づ
ら
し
が
り
て
、
か
へ
る
に
、「
何
を
か
た

て
ま
つ
ら
む
。
ま
め
ま
め
し
き
物
は
、
ま
さ
な
か
り
な
む
。
ゆ
か
し
く
し
た
ま
ふ
な
る

物
を
た
て
ま
つ
ら
む
」
と
て
、
源
氏
の
五
十
余
巻
、
櫃
に
入
り
な
が
ら
、
在
中
将
、
と

ほ
ぎ
み
、
せ
り
河
、
し
ら
ら
、
あ
さ
う
づ
な
ど
い
ふ
物
語
ど
も
、
一
ふ
く
ろ
と
り
入
れ

て
、
得
て
か
へ
る
心
地
の
う
れ
し
さ
ぞ
い
み
じ
き
や
。
は
し
る
は
し
る
わ
づ
か
に
見
つ

つ
、
心
も
得
ず
心
も
と
な
く
思
ふ
源
氏
を
、
一
の
巻
よ
り
し
て
、
人
も
ま
じ
ら
ず
、
几

帳
の
う
ち
に
う
ち
臥
し
て
引
き
出
で
つ
つ
見
る
心
地
、
后
の
位
も
何
に
か
は
せ
む
。

 

（
二
九
八
頁
）

と
、
地
方
か
ら
上
京
し
た
お
ば
か
ら
『
源
氏
物
語
』
五
十
余
巻
、
つ
ま
り
全
巻
を
櫃
に
入
れ

た
状
態
で
、
そ
の
他
に
も
「
在
中
将
」
つ
ま
り
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
を
も
ら
っ
た
と
記
さ
れ

る
。「
と
ほ
ぎ
み
、
せ
り
河
、
し
ら
ら
、
あ
さ
う
づ
」
は
現
存
し
な
い
物
語
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
、
飛
び
飛
び
に
し
か
話
を
聞
け
ず
読
め
な
か
っ
た
た
め
、
ず
っ
と
じ
れ
っ
た
か
っ
た

『
源
氏
物
語
』
を
、
最
初
か
ら
一
人
で
几
帳
の
中
で
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
気
持
ち
を
、

「
后
の
位
も
何
に
な
ろ
う
」
と
、
女
性
最
高
の
栄
誉
と
さ
れ
る
后
の
位
も
な
ん
と
も
思
わ
な

い
ぐ
ら
い
嬉
し
い
と
表
現
し
て
い
る
。

昼
は
日
ぐ
ら
し
、
夜
は
目
の
さ
め
た
る
か
ぎ
り
、
灯
を
近
く
と
も
し
て
、
こ
れ
を
見
る

よ
り
ほ
か
の
こ
と
な
け
れ
ば
、
お
の
づ
か
ら
な
ど
は
、
そ
ら
に
お
ぼ
え
浮
か
ぶ
を
、
い

み
じ
き
こ
と
に
思
ふ
に
、
夢
に
い
と
清
げ
な
る
僧
の
、
黄
な
る
地
の
袈
裟
着
た
る
が
来

て
、「
法
華
経
五
の
巻
を
と
く
習
へ
」
と
い
ふ
と
見
れ
ど
、
人
に
も
語
ら
ず
、
習
は
む

と
も
思
ひ
か
け
ず
。
物
語
の
こ
と
を
の
み
心
に
し
め
て
、
わ
れ
は
こ
の
ご
ろ
わ
ろ
き
ぞ

か
し
、
さ
か
り
に
な
ら
ば
、
か
た
ち
も
か
ぎ
り
な
く
よ
く
、
髪
も
い
み
じ
く
長
く
な
り

な
む
。
光
の
源
氏
の
夕
顔
、
宇
治
の
大
将
の
浮
舟
の
女
君
の
や
う
に
こ
そ
あ
ら
め
と
思

ひ
け
る
心
、
ま
づ
い
と
は
か
な
く
あ
さ
ま
し
。 

（
二
九
八
頁
）

　

一
日
中
読
み
ふ
け
っ
て
い
る
の
で
、
自
然
と
『
源
氏
物
語
』
の
文
章
を
暗
誦
し
て
い
て
、

浮
か
ん
で
く
る
状
態
を
す
ば
ら
し
い
こ
と
と
思
っ
て
い
る
と
、
夢
に
お
坊
様
が
現
れ
、
女
人

成
仏
を
説
く
『
法
華
経
』
第
五
巻
を
習
う
よ
う
説
か
れ
た
。
し
か
し
、
誰
に
も
言
わ
ず
、
習

お
う
と
も
せ
ず
、
物
語
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
た
と
い
う
。
私
は
今
は
器
量
も
良
く
な
い

け
れ
ど
、
年
ご
ろ
に
な
っ
た
ら
顔
立
ち
も
よ
く
な
り
髪
も
長
く
美
し
く
な
る
と
信
じ
、
夕
顔

や
浮
舟
の
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
回
想
し
、
あ
き
れ
果
て
た
も
の
だ
っ
た
と
晩

年
の
執
筆
時
に
反
省
し
て
い
る
。

そ
の
五
月
の
つ
い
た
ち
に
、
姉
な
る
人
、
子
生
み
て
亡
く
な
り
ぬ
。（
略
）
そ
の
ほ

ど
過
ぎ
て
、
親
族
な
る
人
の
も
と
よ
り
、「
昔
の
人
の
、
か
な
ら
ず
も
と
め
て
お
こ
せ

よ
、
と
あ
り
し
か
ば
も
と
め
し
に
、
そ
の
を
り
は
え
見
出
で
ず
な
り
に
し
を
、
今
し
も

人
の
お
こ
せ
た
る
が
、
あ
は
れ
に
悲
し
き
こ
と
」
と
て
、
か
ば
ね
た
づ
ぬ
る
宮
と
い
ふ
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物
語
を
お
こ
せ
た
り
。 

（
三
○
五
頁
）

と
、
姉
が
出
産
後
死
亡
し
、
親
族
か
ら
、
亡
き
人
か
ら
頼
ま
れ
た
時
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た

「
か
ば
ね
た
づ
ぬ
る
宮
」
を
手
に
入
れ
た
と
送
っ
て
き
た
こ
と
を
記
す
。
頭
注
二
に
よ
る
と

散
逸
物
語
で
女
性
の
屍
を
求
め
る
が
叶
わ
ず
出
家
す
る
悲
恋
物
語
と
い
う
。

　

『
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
ー
国
語
便
覧

）
（1
（

』
の
「
更
級
日
記
」
の
項
目
に
「
受
領
階
級
の
娘
で
あ

る
作
者
が
、
十
三
歳
か
ら
お
よ
そ
四
十
年
間
の
人
生
を
、
晩
年
に
な
っ
て
順
々
に
振
り
返
っ

た
も
の
。
さ
ま
ざ
ま
な
夢
の
内
容
を
記
す
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
種
々

の
夢
の
内
容
を
記
す
の
が
特
徴
で
、
『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
』
に
は
、
石
山
寺
参
籠
中
に
眠
り

に
つ
く
菅
原
孝
標
女
が
描
か
れ
る）

（1
（

。

　

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
「
ゆ
め
‐
と
き
【
夢
解
】〔
名
〕
夢
の
吉
凶
を
判
断
す
る
こ

と
。
ま
た
、
他
人
の
夢
判
断
を
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
人
。
夢
判
じ
。
」
と
あ
り
、『
蜻
蛉
日

記
』）

（1
（

天
禄
三
年
二
月
十
七
日
に
、「
こ
れ
夢
解
き
に
問
は
せ
た
ま
へ
」（
二
七
七
頁
）
と
あ

る
よ
う
に
、
夢
の
意
味
や
吉
凶
を
占
う
も
の
だ
っ
た
。

　

物
語
の
こ
と
を
、
昼
は
日
ぐ
ら
し
思
ひ
つ
づ
け
、
夜
も
目
の
さ
め
た
る
か
ぎ
り
は
、

こ
れ
を
の
み
心
に
か
け
た
る
に
、
夢
に
見
ゆ
る
や
う
、「
こ
の
ご
ろ
皇
太
后
宮
の
一
品

の
宮
の
御
料
に
、
六
角
堂
に
遣
水
を
な
む
つ
く
る
」
と
い
ふ
人
あ
る
を
、
「
そ
は
い
か

に
」
と
問
へ
ば
、「
天
照
大
神
を
念
じ
ま
せ
」
と
い
ふ
と
見
て
、
人
に
も
語
ら
ず
、
な

に
と
も
思
は
で
や
み
ぬ
る
、
い
と
い
ふ
か
ひ
な
し
。 

（
三
○
○
頁
）

　

物
語
の
こ
と
だ
け
考
え
、
夢
に
天
照
大
神
を
ご
信
心
申
し
上
げ
な
さ
い
と
み
て
も
、
や
は

り
、
人
に
語
ら
ず
何
と
も
思
わ
ず
終
わ
っ
た
こ
と
を
、
後
に
反
省
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
昔
気
質
の
母
が
、「「
初
瀬
に
は
、
あ
な
お
そ
ろ
し
。
奈
良
坂
に
て
人
に
と
ら
れ
な

ば
い
か
が
せ
む
。
石
山
、
関
山
越
え
て
い
と
お
そ
ろ
し
。
鞍
馬
は
さ
る
山
、
率
て
出
で
む
い

と
お
そ
ろ
し
や
。
親
上
り
て
、
と
も
か
く
も
」
と
、（
中
略
）
わ
づ
か
に
清
水
に
率
て
こ
も

り
た
り
。（
三
一
九
頁
）
」
と
、
初
瀬
・
石
山
・
鞍
馬
に
は
父
親
が
常
陸
国
か
ら
上
京
し
て
か

ら
と
い
い
、
清
水
に
の
み
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
と
述
べ
る
。
そ
し
て
「
母
、
一
尺
の
鏡
を

鋳
さ
せ
て
、
え
率
て
参
ら
ぬ
か
は
り
に
と
て
、
僧
を
出
だ
し
立
て
て
初
瀬
に
詣
で
さ
す
め

り
。（
三
二
○
頁
）
」
と
、
僧
に
代
参
さ
せ
た
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
僧
が
見
た
夢
に
、
非
常
に

気
高
く
清
楚
で
端
正
な
装
束
を
着
た
女
が
、
奉
っ
た
鏡
に
願
文
が
付
い
て
い
な
か
っ
た
か
尋

ね
、
願
文
は
な
か
っ
た
旨
答
え
た
と
こ
ろ
、
鏡
に
う
つ
る
影
を
見
よ
。
影
を
見
れ
ば
悲
し
く

な
る
と
申
し
、
鏡
に
「
臥
し
ま
ろ
び
泣
き
嘆
い
て
い
る
影
が
映
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
聞
い

て
い
る
。
で
も
「
い
か
に
見
え
け
る
ぞ
と
だ
に
耳
も
と
ど
め
ず
。（
三
二
一
頁
）
」
と
、
自
分

の
将
来
が
ど
の
よ
う
に
占
わ
れ
た
か
、
気
に
と
め
て
聞
か
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

聖
な
ど
す
ら
、
前
の
世
の
こ
と
夢
に
見
る
は
、
い
と
難
か
な
る
を
、
い
と
か
う
、
あ
と

は
か
な
い
や
う
に
、
は
か
ば
か
し
か
ら
ぬ
心
地
に
、
夢
に
見
る
や
う
、
清
水
の
礼
堂
に

ゐ
た
れ
ば
、
別
当
と
お
ぼ
し
き
人
出
で
来
て
、「
そ
こ
は
前
の
生
に
、
こ
の
御
寺
の
僧

に
て
な
む
あ
り
し
。
仏
師
に
て
、
仏
を
い
と
多
く
造
り
た
て
ま
つ
り
し
功
徳
に
よ
り

て
、
あ
り
し
素
姓
ま
さ
り
て
人
と
生
ま
れ
た
る
な
り
。（
略
）
」
と
見
て
の
ち
、
清
水
に

ね
む
ご
ろ
に
参
り
つ
か
う
ま
つ
ら
ま
し
か
ば
、
前
の
世
に
そ
の
御
寺
に
仏
念
じ
申
し
け

む
力
に
、
お
の
づ
か
ら
よ
う
も
や
あ
ら
ま
し
。
い
と
い
ふ
か
ひ
な
く
、
詣
で
つ
か
う
ま

つ
る
こ
と
も
な
く
て
や
み
に
き
。 

（
三
二
七
頁
）

　

聖
で
も
見
る
の
が
難
し
い
夢
を
菅
原
孝
標
女
は
見
、
前
世
が
僧
だ
っ
た
と
見
た
の
に
、
懇

ろ
に
参
る
こ
と
も
な
く
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
っ
た
と
振
り
返
る
。

　

結
婚
後
は
石
山
寺
に
二
度
参
り
、
初
瀬
に
も
二
度
参
籠
し
て
い
る
。
初
瀬
で
は
、

三
日
さ
ぶ
ら
ひ
て
、
暁
ま
か
で
む
と
て
う
ち
ね
ぶ
り
た
る
夜
さ
り
御
堂
の
方
よ
り
「
す

は
、
稲
荷
よ
り
賜
は
る
し
る
し
の
杉
よ
」
と
て
、
物
を
投
げ
出
づ
る
や
う
に
す
る
に
、

う
ち
お
ど
ろ
き
た
れ
ば
、
夢
な
り
け
り
。 

（
三
四
五
頁
）

と
稲
荷
か
ら
の
印
の
杉
と
夢
に
見
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
。

　

夫
が
期
待
に
反
し
、
遠
い
国
の
信
濃
守
と
し
て
赴
任
が
決
ま
っ
た
時
、
親
の
折
の
上
総
国
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『更級日記』について －千年紀を迎えて－

よ
り
は
近
い
と
諦
め
て
い
た
が
、
翌
年
、
四
月
に
戻
っ
て
き
て
十
月
五
日
に
「
夢
の
や
う
に

（
三
五
六
頁
）
」
亡
く
な
っ
た
。

　

昔
よ
り
、
よ
し
な
き
物
語
、
歌
の
こ
と
を
の
み
心
に
し
め
で
、
夜
昼
思
ひ
て
、
お
こ

な
ひ
を
せ
ま
し
か
ば
、
い
と
か
か
る
夢
の
世
を
ば
見
ず
も
や
あ
ら
ま
し
。
初
瀬
に
て
前

の
た
び
、「
稲
荷
よ
り
賜
ふ
し
る
し
の
杉
よ
」
と
て
投
げ
出
で
ら
れ
し
を
、
出
で
し
ま

ま
に
、
稲
荷
に
詣
で
た
ら
ま
し
か
ば
、
か
か
ら
ず
や
あ
ら
ま
し
。
年
ご
ろ
「
天
照
御
神

を
念
じ
た
て
ま
つ
れ
」
と
見
ゆ
る
夢
は
、
人
の
御
乳
母
し
て
、
内
裏
わ
た
り
に
あ
り
、

み
か
ど
、
后
の
御
か
げ
に
か
く
る
べ
き
さ
ま
を
の
み
、
夢
と
き
も
合
は
せ
し
か
ど
も
、

そ
の
こ
と
は
一
つ
か
な
は
で
や
み
ぬ
。
た
だ
悲
し
げ
な
り
と
見
し
鏡
の
影
の
み
た
が
は

ぬ
、
あ
は
れ
に
心
憂
し
。
か
う
の
み
心
に
物
の
か
な
ふ
方
な
う
て
や
み
ぬ
る
人
な
れ

ば
、
功
徳
も
つ
く
ら
ず
な
ど
し
て
た
だ
よ
ふ
。 

（
三
五
七
頁
）

と
、
反
実
仮
想
の
「
ま
し
か
ば
…
…
ま
し
」
を
重
ね
て
用
い
、
夢
を
見
た
時
々
に
、
物
語
や

歌
に
ば
か
り
気
を
取
ら
れ
ず
に
参
詣
し
て
い
た
ら
、
急
に
夫
を
亡
く
す
よ
う
な
憂
き
目
に
逢

わ
な
か
っ
た
の
で
は
と
後
悔
し
て
い
る
。

さ
す
が
に
命
は
憂
き
に
も
た
え
ず
、
長
ら
ふ
め
れ
ど
、
後
の
世
も
思
ふ
に
か
な
は
ず
ぞ

あ
ら
む
か
し
と
ぞ
、
う
し
ろ
め
た
き
に
、
頼
む
こ
と
ひ
と
つ
ぞ
あ
り
け
る
。
天
喜
三
年

十
月
十
三
日
の
夜
の
夢
に
、
ゐ
た
る
所
の
家
の
つ
ま
の
庭
に
、
阿
弥
陀
仏
た
ち
た
ま
へ

り
。（
略
）
こ
と
人
の
目
に
は
、
見
つ
け
た
て
ま
つ
ら
ず
、
わ
れ
一
人
見
た
て
ま
つ
る

に
、（
略
）
仏
、「
さ
は
、
こ
の
た
び
は
か
へ
り
て
、
後
に
迎
へ
に
来
む
」
と
の
た
ま
ふ

声
、
わ
が
耳
ひ
と
つ
に
聞
こ
え
て
、
人
は
え
聞
き
つ
け
ず
と
見
る
に
、
う
ち
お
ど
ろ
き

た
れ
ば
、
十
四
日
な
り
。
こ
の
夢
ば
か
り
ぞ
後
の
頼
み
と
し
け
る
。 

（
三
五
八
頁
）

と
、『
更
級
日
記
』
末
尾
近
く
に
、『
更
級
日
記
』
中
、
唯
一
、
年
月
日
を
記
す
箇
所
が
あ

る
。
夢
の
中
で
自
分
に
の
み
阿
弥
陀
仏
が
見
え
、
後
に
迎
え
に
来
よ
う
と
約
束
し
た
。
こ
の

夢
だ
け
を
後
世
の
頼
み
と
し
た
と
記
す
。

　

夫
の
死
後
、
約
四
十
年
間
の
半
生
を
振
り
返
る
『
更
級
日
記
』
に
は
、
物
語
に
熱
中
し
た

こ
と
は
記
さ
れ
る
が
『
浜
松
中
納
言
物
語
』『
夜
の
寝
覚
』
な
ど
の
作
者
と
有
力
視
さ
れ
る

菅
原
孝
標
女
自
身
が
物
語
を
書
い
た
こ
と
は
微
塵
も
記
さ
れ
な
い
。

　
　
　

四
　
上
総
国
国
府
跡
訪
問
記

　

菅
原
孝
標
女
に
因
む
千
葉
の
房
総
半
島
は
三
密
（
密
集
・
密
閉
・
密
接
）
に
な
ら
な
い
と

二
○
二
○
年
三
月
十
九
日
に
訪
れ
た
。
ま
ず
最
初
に
市
原
市
役
所
に
行
っ
た
。
京
葉
ガ
ス
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ）

11
（

に
「
高
台
に
建
つ
市
原
市
役
所
（
地
下
一
階
地
上
一
○
階
）
の
屋
上
は
「
ち

ば
眺
望
一
○
○
景
」
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
し
か

し
、
屋
上
に
は
上
れ
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
二
○
一
一
年
三
月
一
一
日
に
起
こ
っ
た
東
日

本
大
震
災
の
地
震
災
害
の
た
め
、
老
朽
化
し
た
第
二
庁
舎
（
旧
本
庁
舎
）
は
五
階
ま
で
し
か

上
れ
ず
、
新
設
さ
れ
た
第
一
庁
舎
（
防
災
庁
舎
）
に
移
動
、
配
置
換
え
さ
れ
て
い
た
。
受
付

で
教
え
て
も
ら
っ
た
市
原
市
教
育
委
員
会
ふ
る
さ
と
文
化
課
で
「
上
総
国
府
の
ま
ち　

い
ち

は
ら　

更
級
日
記
千
年
紀
二
○
二
○　

更
級
日
記
作
者
菅
原
孝
標
女
」
の
缶
バ
ッ
ジ
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
「
上
総
国
府
の
ま
ち　

い
ち
は
ら　

更
級
日
記
千
年
紀
二
○
二
○
」
を
い
た
だ
い

た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
「
二
○
二
○
年
は
、
更
級
日
記
の
作
者
で
あ
る
菅
原
孝
標
女
が
、

上
総
国
府
の
あ
る
市
原
市
か
ら
京
に
旅
立
っ
て
千
年
の
節
目
の
年
で
す
。
」
と
、
二
○
一
九

年
一
○
月
二
四
日
に
は
「
平
安
時
代
の
衣
装
を
着
て
、
小
湊
鐵
道
の
房
総
里
山
ト
ロ
ッ
コ
に

乗
車
」
す
る
平
安
ト
ロ
ッ
コ
列
車
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
、
二
○
一
九
年
一
○
月
五
日
・
六
日
に

は
「
第
九
回　

上
総
い
ち
は
ら
国
府
祭
り
」
更
級
日
記
旅
立
ち
行
列
や
衣
装
着
装
体
験
、

缶
バ
ッ
ジ
作
成
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。Alan D

rake H
aller

氏
の
ブ
ロ
グ

「
【
レ
ポ
ー
ト
】
上
総
い
ち
は
ら
国
府
祭
り 

二
○
一
九
―
蘇
る
平
安
行
列
と
市
原
の
心
意

気
）
1（
（

」
に
は
、
祭
り
当
日
の
様
子
が
多
く
の
写
真
入
り
で
説
明
さ
れ
、
上
総
更
級
公
園
と
そ
の
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近
辺
で
二
○
一
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
時
代
絵
巻
行
列
が
祭
り
の
目
玉
と
い
う
。
千

年
紀
に
あ
た
る
二
○
二
○
年
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
上
総
い
ち
は
ら
国
府
祭
り
の
中
止

が
六
月
に
発
表
さ
れ
た
。

　

市
原
市
役
所
で
は
、
「
二
○
二
○
上
総
国
府
の
ま
ち　

い
ち
は
ら　

更
級
日
記
千
年
紀　

市
原
市
観
光
協
会
」
の
の
ぼ
り
や
、「
更
級
日
記
作
者　

菅
原
孝
標
女
」
の
顔
ハ
メ
看
板
を

見
た
。
ま
た
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
は
、
国
分
寺
七
重
塔
復
元
模
型
が
あ
り
、
写
真
撮
影
で
き

た
。
受
付
で
は
、「
国
指
定
史
跡
上
総
国
分
寺
跡
」「
国
指
定
史
跡
上
総
国
国
分
尼
寺
跡
」
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
、
周
辺
の
地
図
を
も
ら
っ
た
。

　

市
役
所
を
は
さ
ん
で
歩
い
て
行
け
る
範
囲
に
国
分
寺
跡
と
国
分
尼
寺
跡
が
あ
る
。
し
か

し
、
国
分
尼
寺
跡
に
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
入
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
復
元
回
廊
な
ど

は
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
訪
ね
た
が
、
敷
地
の
入
り
口
が
展
示
館
で
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、
三
月
三
一
日
（
火
）
ま
で
休
館
と

し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
史
跡
上
総
国
分
尼
寺
跡
展
示
館
」
の
掲
示

が
さ
れ
門
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。
敷
地
の
フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ
た
外
か
ら
、
微
か
に
見
や
る

こ
と
は
で
き
た
。

　

市
原
市
長
が
菅
原
孝
標
に
扮
す
る
五
分
四
十
秒
の
動
画
「
更
級
日
記
千
年
紀 
西
暦
二
○

二
○
年 

上
総
国
府
の
ま
ち 

い
ち
は
ら 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ）

11
（

」
冒
頭
は
回
廊
で
撮
影
さ

れ
て
い
る
。
国
分
寺
跡
に
は
入
れ
た
が
、
広
い
敷
地
に
薬
師
堂
や
将
門
塔
や
礎
石
な
ど
が
残

る
の
み
で
あ
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
内
房
線
五
井
駅
に
続
く
道
「
更
級
通
り
」
で
、
駅
の
手
前
で
菅
原

孝
標
女
の
銀
色
の
像
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

七
月
一
○
日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ）

11
（

で
「
更
級
日
記
千
年
紀
文
学
賞
を
創
設
」
が
う
た
わ
れ
、

継
続
し
て
い
き
た
い
と
述
べ
て
い
る
。
九
月
二
○
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
九
月
二
六
日
の
講
演

会
が
延
期
と
な
り
翌
年
三
月
を
予
定
す
る
。
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
・
延
期
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
が
、
小
規
模
な
も
の
が
次
々
企
画
さ
れ
て
い
る
。

　

夢
ホ
ー
ル
で
の
一
○
月
四
日
か
ら
八
日
の
（
一
）
記
念
展
示
と
体
験
と
一
○
月
四
日
の

（
二
）
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
「
更
級
日
記
千
年
紀
記
念
行
事
」
は
開
催
さ
れ
た）

11
（

。
横
笛
の
山
田

路
子
氏
の
ブ
ロ
グ
に
は
、
規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
も
千
年
紀
に
イ
ベ
ン
ト
開
催
で
き
た
事
を

感
謝
し
初
め
て
牛
車
に
乗
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
二
十
五
絃
箏
の
喜
羽
美
帆
氏
の
ブ
ロ
グ
に

も
演
奏
の
様
子
な
ど
が
写
真
と
と
も
に
記
さ
れ
る
。
市
原
市
議
会
議
員
小
沢
み
か
氏
の
ブ
ロ

グ
の
写
真
に
写
る
立
て
看
に
は
「
二
○
二
○　

上
総
国
府
の
ま
ち　

い
ち
は
ら　

更
級
日
記

千
年
紀　

夢
ホ
ー
ル
記
念
展
示　

記
念
製
作
「
牛
車
」
お
披
露
目
展
示
」
と
あ
る
。

　

九
月
三
○
日
『
日
本
経
済
新
聞
』）

11
（

文
化
欄
に
は
、「
更
級
日
記
、
東
国
知
る
史
料
に
」

「
一
○
○
○
年
前
の
旅
の
記
録
に
光
」
と
の
見
出
し
で
「
菅
原
孝
標
女
が
書
い
た
回
想
録

「
更
級
日
記
」
は
、
ち
ょ
う
ど
千
年
前
、
一
○
二
○
年
の
「
上
京
」
の
記
録
か
ら
始
ま
る
。

平
安
女
性
の
生
涯
を
伝
え
る
古
典
と
し
て
読
み
継
が
れ
て
き
た
こ
の
作
品
に
、
歴
史
研
究
の

観
点
か
ら
光
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
個
人
の
内
面
の
記
録
に
と
ど
ま
ら
ず
、
史
料
と
し
て
の

価
値
が
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
の
だ
」
と
記
さ
れ
る
。

  

コ
ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
が
未
経
験
の
出
来
事
が
次
々
と
起
こ
っ
て
い
る
。『
更
級
日
記
』
の
中

に
も
疫
病
が
大
流
行
し
、
乳
母
も
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

『
更
級
日
記
』
全
編
を
講
義
す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
調
べ
た
こ
と
で
、
旅
立
ち
の
日
や
死

な
ど
大
切
な
箇
所
に
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
物
語
へ
の
憧
れ

の
場
面
、
夢
解
き
を
せ
ず
過
ご
し
て
き
た
こ
と
へ
の
後
悔
な
ど
に
着
目
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
来
年
度
以
降
「
国
文
学
概
論
Ⅰ
」
の
講
義
で
冒
頭
箇
所
だ
け
で
な
く
、
よ
り
『
更
級
日

記
』
の
こ
と
や
作
者
の
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

注（
１
）「
授
業
目
的
公
衆
送
信
補
償
金
制
度
」の
施
行
が
四
月
二
八
日
に
な
っ
た
こ
と
も
影
響
す

る
。https://project.nikkeibp.co.jp/pc/atcl/19/06/21/00003/042000071/　

二
○
二
○
年
一
○
月
一
二
日
閲
覧
（
最
終
閲
覧
日
ー
以
下
同
）
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『更級日記』について －千年紀を迎えて－

（
２
）
『
陽
明
文
庫
名
宝
展
』
京
都
国
立
博
物
館　

二
○
一
二
年
図
録
。

（
３
）
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集26

『
和
泉
式
部
日
記 

紫
式
部
日
記 

更
級
日
記 

讃
岐
典

侍
日
記
』
小
学
館
、
一
九
九
四
年
。
以
下
、
頁
は
開
始
頁
を
記
す
。

（
４
）
用
例
検
索
に
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
を
利
用
し
た
。

（
５
）
上
総
国
府
の
ま
ち　
い
ち
は
ら　
更
級
日
記
千
年
紀
二
○
二
○

　
　
　

https://sarashina-sennenki.com
/

（
６
）
上
総
国
へ
の
作
者
の
想
い
か
ら
紐
解
く
当
時
の
市
原
市
と
は

　
　
　

https://w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v=iVTgBZ1N

Cm
0

（
７
）
市
原
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

　
　
　

http://w
w

w
.city.ichihara.chiba.jp/m

aibun/sarasina2/m
okuji1.htm

（
８
）
新
編
国
歌
大
観
二
ー
四
、
二
三
九
頁
ａ
『
古
今
和
歌
六
帖
』
、
角
川
書
店
、

一
九
八
四
年
。

（
９
）
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版　

小
学
館　

以
下
同
。

（
10
）
『
日
記
文
学
事
典
』
勉
誠
出
版
、
二
○
○
○
年
。

（
11
）
女
流
日
記
文
学
講
座
第
四
巻
、
勉
誠
社
、
一
九
九
○
年
。

（
12
）
『
更
級
日
記
全
注
釈
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
○
一
五
年
。

（
13
）
『
更
級
日
記　

上
洛
の
記
千
年
』
武
蔵
野
書
院
、
二
○
二
○
年
。

（
14
）The Sarashina Diary: A W

om
an's Life in Eleventh-Century Japan,Colum

bia 

Univ Pr

（
15
）https://gyao.yahoo.co.jp/store/episode/A041967027999H

01

で
レ
ン
タ

ル
有
。

（
16
）
テ
キ
ス
ト
は
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
『
更
級
日
記
』
二
○
○
三
年
を
使
用
。

（
17
）
『
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
ー
国
語
便
覧
』
数
研
出
版　

二
○
一
七
年
。

（
18
）
歴
史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
「
物
語
に
魅
せ
ら
れ
て
」
に
石
山
寺
に
て
の
映
像
有
。

（
19
）
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
13
『
土
佐
日
記 

蜻
蛉
日
記
』
小
学
館
、
一
九
九
五
年
。

（
20
）
京
葉
ガ
スhttps://w

w
w

.keiyogas.co.jp/hom
e/park/hureai/keikan/

detail_5.htm
l

（
21
）Alan

氏
ブ
ロ
グ https://alan-d-haller.info/chiba/kazusaichiharafestival2019/

（
22
）
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ https://w

w
w

.youtube.com
/w

atch?v=F9O
tERj7uQ

s

（
23
）
注
（
５
）
前
掲
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
二
○
二
○
年
イ
ベ
ン
ト
情
報
」

（
24
）
山
田
路
子
氏
ブ
ロ
グ http://shinobue-m

ichiko.com
/archives/14737

　
　
　

喜
羽
美
帆
氏
ブ
ロ
グhttps://am

eblo.jp/kotom
iho1/entry-12629476559.

htm
l

　
　
　

小
沢
み
か
氏
ブ
ロ
グhttps://go2senkyo.com

/seijika/27337/posts/172374

（
25
）
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
○
二
○
年
九
月
三
○
日
朝
刊　

四
六
面
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